
定 例 教 育 委 員 会 次 第 

 

令和 7年 5月 27 日（火曜日） 

10 時 00 分～ 

 

１ 開 会 

 

２ 前回議事録の承認 

 

３ 事務局報告（公開） 

（１）令和６年度特別支援学校高等部卒業生（専攻科含）の就職状況について 

（特別支援教育室） 
 

（２）令和７年度 JICA 海外協力隊現職教員派遣について 
（教職員課） 

 
（３）令和８年度佐賀県公立学校教員採用選考試験の受験申込状況について 

（教職員課） 
 

（４）令和７年度第 63 回佐賀県高等学校総合体育大会について 

（保健体育課） 

 
（５）次回定例教育委員会について 

令和 7年 6月 9日（月）14 時 00 分～ 

（教育総務課） 

 

４ 議事（非公開） 

付議第 5号議案 

県議会に提出する教育関係議案に対する意見について 

  （教育総務課） 

 

付議第 6号議案 

教職員の人事について 

（教職員課） 

 

付議第 7号議案 

教職員の人事について 

（教職員課） 

 

 

 



付議第 8号議案 

教職員の人事について 

（教職員課） 

 

５ 閉会 
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定 例 教 育 委 員 会 議 事 録 （ 案 ） 

 

１ 期 日  令和 7年 4 月 23 日（水曜日） 

２ 場 所  教育委員会室 

３ 参集者  甲斐教育長、加藤委員、飯盛（清）委員、飯盛（裕）委員、荒木委員、溝上委

員、原岡副教育長、江島教育危機管理・広報総括監、横田副教育長、川崎教

育総務課長、椛島教育振興課長、野口教職員課長、山口学校教育課長、髙山

生徒支援室長、江口保健体育課長 ほか 

 

４ 会議次第 別紙のとおり 

５ 会議の経過 

（１）開 会 14 時 00 分 

 

（２）前回議事録の承認 

    このことについて、甲斐教育長は会議に諮り、委員会は承認した。 

 

（３）教育長報告 

  ① 教育長の臨時代理について 

教育長は、教育長の臨時代理について報告した。 

  （甲斐教育長） 

高等学校の就学を支援する国の制度において実質的に所得制限が撤廃されることに

伴い、本県の授業料減免の要件についても所得制限を撤廃するものである。国の令和

7 年度予算成立後速やかに交付し、9月 1 日から適用する必要があったことから、佐賀

県教育委員会議決事項等に関する規則第 2 条第 3 項の規定に基づき、私が教育委員会

を臨時に代理し、専決した。ついては、同規則第 2 条第 4 項に基づいてご承認をいた

だきたい。 

 

（４）議事 

【付第 1号議案】 

佐賀県立学校の課程等に関する規則の一部を改正する規則（案）について 

このことについて、議案書により椛島教育振興課長が次のとおり説明し、委員会は

協議の結果、議案のとおり決定した。 

（椛島教育振興課長） 

    資料 1-1 をご覧いただきたい。佐賀県立学校の課程等に関する規則の一部を改正す

る規則についてご説明する。資料 1-2 に記載しているが、今回、佐賀工業高校の定時

制課程の電気科を情報科に改編することとした。その理由に関しては資料 1-4 をご覧

いただきたい。4 番目に学科改編の目的・理由を挙げている。まず、電気科から情報科

抄本（公開用） 
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に改編した理由として、情報化社会の進行、それとこれからの技術革新に対応できる

人材を定時制でも育成をしていきたいというところが大きい。情報系のカリキュラム

を充実させることで、半導体企業への就職や情報系の専門学校、4 年制大学への進学

と、幅広く進路選択を取れるというところも 1つの理由である。 

    情報系の知識、技術というのは今現在、あらゆる職種で必要となっており、企業等

においても即戦力として見込まれる期待感が持てる。 

実際、生徒の現状として、以前のような勤労青年と言うよりは、不登校経験がある

生徒が多く、その中にはパソコン等に興味がある生徒が一定数いると聞く。 

そういった生徒にとっても、情報系とすることで門戸が広くなるのではないかとい

う判断もあり、今回の改編をした。 

 

【主な質問等】 

（飯盛（清）委員） 

    全日制の学科はどうなっているのか。 

  （椛島教育振興課長） 

    全日制には電気科と電子科があり、電子科の方では情報系に寄った学問ができる。 

 

  【付第 2 号議案】 

   令和８年度併設型中高一貫教育校佐賀県立中学校生徒募集定員について 

このことについて、議案書により椛島教育振興課長が次のとおり説明し、委員会は

協議の結果、議案のとおり決定した。 

  （椛島教育振興課長） 

    資料番号 2-1 をご覧いただきたい。令和８年度併設型中高一貫教育校佐賀県立中学

校生徒募集定員について、資料番号 2-2 に示している。令和 8 年度の募集定員を、そ

こに挙げているように、現在の 1学年 120 名から 105 名に変更を考えている。 

致遠館中学校、唐津東中学校、香楠中学校、武雄青陵中学校、4校全てにおいて変更

を考えている。 

資料番号 2-3 にその導入について示している。市町立の小学校において、35 人学級

は既に、学年進行で導入されており、本県においては 1 年前倒しで国に先駆けて導入

している。また、その流れで本年度既に、市町立の中学 1年生では 35 人学級を導入し

ている。 

国の方でも中学校への 35 人学級の導入を公表されたため、県立中学校でも 35 人学

級を導入し、今まで以上にきめ細かな指導を行っていきたいということで、この募集

定員の変更を考えているところである。 

 

【主な質問等】 

（飯盛（清）委員） 

    令和 7 年度、県立中学校は 40 人だが、市町立は今年から 35 人になったという考え
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でよいか。 

  （椛島教育振興課長） 

    そのとおり。 

 

（５）事務局報告 

① 野口教職員課長は令和 7 年度在外教育施設派遣等教員新規派遣について、資料に

基づき次のとおり報告した。 

（野口教職員課長） 

  資料 1-1 をご覧いただきたい。令和 7 年度在外教育施設派遣等新規派遣について報

告する。資料に示しているとおり、令和 7 年度は小学校教諭 1 名、中学校教諭 1 名の

計 2 名を派遣している。派遣先は中国に 1 名、タイ王国に 1 名となっている。 

  また、今回新たに 1 名を配偶者帯同で派遣しており、配偶者帯同派遣は計 2 名にな

る。 

【主な質問等】 

（飯盛（清）委員） 

  配偶者が帯同する際の身分はどうなるか。 

（野口教職員課長） 

  働くこと、職に就くことはできない。 

（飯盛（清）委員） 

  日本人学校に対するボランティアのようなことはないのか。 

（野口教職員課長） 

  そういったことはない。 

（飯盛（裕）委員） 

  校長先生を退職されてシンガポールに行かれている方が、同じ日本人の学校だが、

デジタル化が進みすぎてついていくのが大変だったという話を聞いて、同じ日本人の

学校でも、国が違うと働く環境が違うのを感じた。その方以外にも小学校を退職され

て行かれた方もいるようで、力のある先生だったので最初は惜しいな、という話をし

ていたが、そういった海外に行かれた先生方が戻ってきて佐賀県の戦力になっていた

だけることを期待したいと思う。 

（野口教職員課長） 

  先日、戻ってきた教員も日本で当たり前だと思っていたことが当たり前じゃなかっ

たのだ、といった、新しい視点が生まれたと言っていた。 

 

   ② 野口教職員課長は令和 8 年度佐賀県公立学校採用選考試験について、資料に基づ

き次のとおり報告した。 

  （野口教職員課長） 

    資料 2-1 をご覧いただきたい。令和 8 年度佐賀県公立学校教員採用選考試験につい

てご報告する。このことについて、実施要項をホームページ上にも公表した。 
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第一次試験が 6月 15 日の日曜日、第 2次試験が 7 月 26 日土曜日から 29日の火曜日

にかけての 4 日間で実施する。会場は、資料に記載しているとおり、佐賀市内の高校

を会場とする。 

今年度の採用予定者数及び実施教科については、資料の表にお示ししているとおり。

小学校教諭等は 200 名程度、中学校教諭等が 123 名程度、高等学校教諭等は 50 名程

度、特別支援学校教諭等は 30 名程度、養護教諭等が 8 名程度を採用する予定で、全体

で 411 名程度となっている。 

受験申し込みについては、原則、電子申請でのみの受付となっており、5月 7 日が締

め切り日となっている。 

資料 2-4 に記載しているが、今年度から新たに、特別選考の拡充、英語スペシャリ

スト特別選考、特別支援学校特別選考などを実施し、多様な人材の確保に努めていく。 

また、佐賀 UJI ターン特別選考においては、民間企業等での経験がある方を対象に

した選考を実施する。 

対象となる教科については、中学校教諭等の技術、高等学校教諭等の工業・情報を

対象にしている。 

さらに、中学校教諭等において 60月以上の講師経験がある、かつ学校長から推薦さ

れた方については、第 1次試験を免除することとしている。 

最後に、オンライン説明会を先日 4 月 10 日に実施をした。参加者 106 名ということ

で、大きな関心を寄せてもらっていることを実感している。 

5 月 7 日までが受付日となって最終日となっているため、対応等をしっかりしてい

きたいと思っている。 

【主な質問等】 

（荒木委員） 

  資料 2-4 の 2 番 UJI ターン特別選考について、これは、中学校の先生の資格を持っ

ていて民間企業に行っている方を対象とした試験か。 

（野口教職員課長） 

  そのとおり。 

（飯盛（清）委員） 

  チャレンジ受験のことは今回、出てこないのか。 

（野口教職員課長） 

  はい。昨年度から実施している３年生チャレンジ受験は今年も実施予定である。 

（溝上委員） 

    民間を経由して教師になられたい方は、例えばどんなご経験の方が多いのか。 

  （野口教職員課長） 

    塾講師をされていた方や一般の企業の方もいる。 

  （飯盛（裕）委員） 

    佐賀大学と関わっていて、教育学部からは学映システムなどの企業に行かれる方も

いると聞いた。 
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  （飯盛（清）委員） 

    今は割と広き門になっているが、なりたいと思っていた頃、狭き門だったためにな

れなくて、一般企業に行き、改めてやってみようっていう方もいらっしゃる。 

  （溝上委員） 

    佐賀県の発信の仕方、入っている方の活躍やキャリアについては民間も参考にさせ

てもらっている。 

  （加藤委員） 

    とても柔軟な対応をされていると感じている。 

 

   ③ 山口学校教育課長は令和 7 年度佐賀県立高等学校・県立中学校入学者数について、

資料に基づき次のとおり報告した。 

  （山口学校教育課長） 

    資料 3-1 をご覧いただきたい。令和 7 年度佐賀県立高等学校・中学校入学者数につ

いてご説明する。 

まず、1番の表について、上の段が全日制、下の方が定時制となっている。 

募集定員についてご説明する。全日制が、令和 6年度が 5800 名、そして令和 7 年度

が 5720 名ということで、前年度の比較が 80 名マイナスになっている。定時制につい

ては、令和 6 年、令和 7年度も 280 名で変更はない。 

全日制のマイナス 80 名の内訳について、このページの下の方に米印があるが、伊万

里高校の普通科(MIRAI 進学科)が 200 名から令和 7 年度は 160 名ということで、マイ

ナス 40 名となっている。次に、鳥栖工業高校の電子機械科について、これが 80 名か

ら令和 7年度は 40 名に減っており、40名マイナスとなっている。以上、合わせてマイ

ナス 80 名となる。実際の入学者数については、1 番の表の下の欄になる。 

全日制の入学者数について、令和 6 年度は 5451 人とそれから定時制の 56 人を合わ

せ、5507 人であった。令和 7 年度は全日制の 5305 人と定時制の 56 人を合わせ、5361

人であった。合わせてマイナス 146 人となっている。 

なお、充足率について、記載はないが、令和 6 年度が 90.6 パーセントで、令和 7 年

度が 89.4 パーセントであり、マイナス 1.2 ポイントとなった。 

なお、2 番の表について、県立中学校の入学者数は、480 名定員に対して 480 名とな

っている。 

【主な質問等】 

（飯盛（清）委員） 

    マイナスとなった 146 人についてはどこに行ったかは掴めないのか。私立に行った、

就職が増えたとか。 

  （山口学校教育課長） 

    その点、把握は難しい。 

 

   ④ 山口学校教育課長は令和 8 年度佐賀県立高等学校入学者選抜実施日程について、
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資料に基づき次のとおり報告した。 

  （山口学校教育課長） 

    資料 4-1 をご覧いただきたい。令和 8 年度佐賀県立高等学校入学者選抜実施日程に

ついてご説明する。 

    1 番の特別選抜について、願書受付は 1月 27 日、28 日の両日とし、学力検査等は 2

月 3 日火曜日に実施することとした。 

続いて、2 番の一般選抜について、学力検査を 3月 3 日火曜日、4 日水曜日の両日に

実施する。追検査については、昨年同様、本検査から中 4 日の 3 月 9 日月曜日に実施

する。そのほか、昨年と同様の日程で実施する。 

続いて、下の米印のところをご覧いただきたい。再募集に関して、日程については、

3 月 17 日火曜日に面接等を行い、翌日の 18 日水曜日に合格者発表としている。 

 

   ⑤ 山口学校教育課長は令和 8 年度中高一貫教育校佐賀県立中学校入学者選抜実施日

程（案）について、資料に基づき次のとおり報告した。 

  （山口学校教育課長） 

    資料 5-1 をご覧いただきたい。令和 8 年度中高一貫教育校佐賀県立中学校入学者選

抜実施日程（案）についてご説明する。 

まず、1番の出願期間について、昨年度からウェブ出願を行っているが、同様に今年

も行い、インターネットの登録期間を令和 7 年 11 月 21 日金曜日から 12月 1 日月曜日

までの 11 日間とし、インターネット登録後の調査書等の提出期間を令和 7 年 12 月 2

日火曜日から 12月 4 日木曜日までの 3日間に行う予定である。 

続いて、2 番をご覧いただきたい。入学者選抜にかかる適性検査等は、令和 8 年 1月

17 日土曜日の実施を予定している。 

続いて、3番をご覧いただきたい。追検査について、こちらも令和 8 年 1月 24 日土

曜日に実施を予定している。 

なお、合格発表は 4 番にあるが、令和 8 年 1 月 28 日水曜日に実施を予定している。 

    

   ⑥ 江口保健体育課長は令和 6 年度全国高等学校選抜大会等上位入賞者について、資

料に基づき次のとおり報告した。 

資料 6-1 をご覧いただきたい。令和 6 年度全国高等学校選抜大会等において 3 位以

上に入賞した生徒を記載している。 

高等学校では、団体 5 校、個人 28 名が入賞している。中学校では団体 1 校 2 クラ

ブ、選抜チーム、個人では 14 名が入賞している。 

高等学校においては、団体で神埼清明高校男子体操部が大会 5 連覇を目指していた

が、惜しくも 2 位、佐賀女子高校ソフトボール部、バドミントン部が 3 位となってい

る。また、多久高校がスポーツクライミング、佐賀農業高校が短剣道でそれぞれ入賞

を果たしている。個人では、バドミントン、柔道、ボクシング、少林寺拳法をはじめ各

競技において優勝するなど、よく健闘している。 
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中学校では、団体で神埼ジュニア新体操クラブ、大和中剣道部女子、また、都道府県

対抗剣道優勝大会において佐賀県選抜チームが優勝、個人では、飛び込み競技、アー

チェリー、銃剣道、テコンドー等で優勝している。 

団体、個人を合わせ、全体では 117 名が入賞しており、内訳では中学生が 45 名、高

校生が 72名となっている。 

また、4月 25 日金曜日 12 時 30 分から県民ホールにおいて知事への報告会を開催す

る予定としている。 

【主な質問等】 

（飯盛（裕）委員） 

     SSP 認定のライジングホープの定義などはあるか。 

 

⑦ 川崎教育総務課長は、次回定例教育委員会について、次のとおり報告した。 

   （川崎教育総務課長） 

次回定例教育委員会は、5月27日火曜日10時00分から開催する予定としている。

委員の出席をお願いしたい。 

 

（６）議事 

   教育長は非公開を宣言した。 

  【付第 3 号議案】 

    令和 7年度佐賀県教科用図書選定審議会の諮問内容について 

    このことについて、議案書により山口学校教育課長が説明し、委員会は協議の結果、

議案のとおり決定した。 

 

  【付第 4 号議案】 

    いじめ重大事態の調査報告書を踏まえた教育委員会の対応について 

    このことについて、議案書により髙山生徒支援室長が説明し、委員会は協議の結果、

議案のとおり決定した。 

 

（７）事務局報告 

   ① 山口学校教育課長は令和 7 年度佐賀県教科用図書選定審議会の委員の任命につい

て、資料に基づいて報告した。 

 

（８）閉 会  14 時 45 分 



 



令和 7 年５月定例教育委員会資料 
 

（令 和 7 年 ５ 月 2 7 日） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

報告事項 
【公 開】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

佐 賀 県 教 育 委 員 会 



 



令和６年度特別支援学校高等部卒業生（専攻科含）の就職状況について

１　就職状況の推移（令和２年度～令和６年度）

（各年度３月31日現在）

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

卒業者総数　　　　　(A) 137 人 147 人 161 人 133 人 164 人

就職希望者数　　　　(B) 52 人 64 人 55 人 57 人 64 人

就職内定者数　　　　(C) 52 人 63 人 53 人 57 人 63 人

就職内定率　　　(D=C/B) 100.0% 98.4% 96.4% 100.0% 98.4%

就職率　　　　　(E=C/A) 38.0% 42.9% 32.9% 42.9% 38.4%

２　就職内定者以外の主な進路先

（令和７年３月31日現在）

進学 その他

該当者数 (表１:A-C=101人) 8 人 8 人

※　その他：在宅・施設療養、医療機関への継続入院、求職活動

教育振興課特別支援教育室調

教育振興課特別支援教育室調

社会福祉施設等入所、通所

85 人

令和７年５月定例教育委員会
事務局報告事項 特別支援教育室
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１　派遣者について

学校名 職名 派遣者氏名 年齢

佐賀県立高志館高等学校 教諭 中村　萌美 25

（年齢：R７．４．１現在）

2　派遣先等について

職種・指導科目

環境教育

３　派遣までのスケジュールについて

事前自己学習期間

派遣前訓練期間

渡航準備期間

派遣期間

派遣後自己学習期間
令和９年３月２１日
　　　～令和９年３月３１日

海外協力隊研修所における、語学を中心とした研
修

渡航準備
（期間中に自治体への表敬訪問を実施）

任地での活動に従事

現地での活動の振り返り

令和７年度 JICA海外協力隊現職教員派遣について

令和７年４月１日
　　　～令和７年４月２１日

日本の教育や文化の紹介、任地の情報収集、派遣
地における地域貢献についての学習や資料準備

令和７年４月２２日
　　　～令和７年７月３日

令和７年７月２９日
　　　～令和９年３月２０日

令和７年７月４日
　　　～令和７年７月２８日

参加期間

令和７年４月１日～令和９年３月３１日

派遣国 配属先

ボリビア カピノタ市役所　生産開発・環境部

令和７年５月 定例教育委員会

事務局報告事項 教職員課
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令和８年度佐賀県公立学校教員採用選考試験の 

受験申込状況についてお知らせします 

 

標記試験については、令和７年４月１０日から同年５月７日までの間を受験

申込期間とし、期間終了後、資格等の審査を行い、７０６人の受験申込を受け付

けました。 

受験申込状況の詳細については、別添資料を御覧ください。 

 

＜参 考＞ 

教員採用選考試験第一次試験 

１ 期 日  令和７年６月１５日（日曜日） 

２ 場 所  ○ 佐賀県立佐賀西高等学校 

※ 小学校教諭等（小・中併願希望者を除く）受験者、    

特別支援学校教諭等受験者、養護教諭等受験者 

○ 佐賀県立佐賀北高等学 

※ 小学校教諭等（小・中併願希望者）受験者、 

中学校教諭等受験者、高等学校教諭等受験者 

３ 合格発表 令和７年７月４日（金曜日）（予定） 

※ 佐賀県庁の掲示板に合格者の受験番号を掲示すると  

ともに、受験者全員に合否を通知します（県のホームペ

ージにも掲載しますが、必ず掲示板又は通知文書で確認

をしてください）。 

 

教員採用選考試験第二次試験 

１ 期 日  令和７年７月２６日（土曜日）～７月２９日（火曜日） 

２ 場 所  佐賀県立致遠館高等学校、佐賀県立佐賀商業高等学校 

３ 合格発表  令和７年９月５日（金曜日）（予定） 

※ 第一次試験と同じ方法で発表します。 

令和７年５月定例教育委員会 

事務局報告事項  教職員課 
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別添資料

（内訳）
令和８年度佐賀県公立学校教員採用選考試験受験申込状況等について

１　申込状況 （単位：人、倍）

申込者数
Ａ

倍率
Ａ／Ｂ

倍率
C／D

小学校 180 約 200 0.9 約 170 1.3
△45

（△0.4ポイント）

中学校 161 約 123 1.3 約 110 1.5
△8

（△0.2ポイント）

高等学校 205 約 50 4.1 約 37 5.8
△10

（△1.7ポイント）

特別支援学校 60 約 30 2.0 約 36 1.5
+6

（＋0.5ポイント）

養護教諭 100 約 8 12.5 約 9 11.2
△1

（＋1.3ポイント）

栄養教諭 － － － － －

合計 706 約 411 1.7 約 362 2.1
△58

（△0.4ポイント）

２　中学校、高等学校申込者の教科（科目）別内訳 （単位：人、倍）

令和７年度

申込者数
Ａ

申込者数
Ｃ

国語 11 約 25 11 0
社会 35 約 15 33 ＋2
数学 22 約 18 18 ＋4
理科 15 約 17 12 ＋3
英語 9 約 22 19 △10
音楽 13 約 5 13 0
美術 3 約 5 3 0
保健体育 50 約 9 52 △2
技術 0 約 3 2 △2
家庭 3 約 4 6 △3
国語 11 約 5 13 △2

19 約 2 17 ＋2
5 約 1 11 △6
4 約 1 6 △2

公民 5 約 1 - -
数学 26 約 5 22 ＋4

7 約 1 9 △2
2 約 2 6 △4
6 約 1 8 △2

英語 14 約 5 10 ＋4
4 約 1 1 ＋3
7 約 1 4 ＋3
4 約 1 - -

保健体育 53 約 2 64 △11
家庭 6 約 2 5 ＋1
情報 1 約 1 7 △6
農業 4 約 2 7 △3

3 約 5 2 ＋1
3 約 5 7 △4
2 約 1 0 ＋2
0 約 1 2 △2
1 約 1 - -

商業 18 約 3 14 ＋4

採用予定
者数　Ｂ

日本史

地理

物理

生物

音楽

農業

倍率
Ａ／Ｂ

26.5

2.0

試験区分

令和８年度

0.6

6.0

芸術
書道 4.0

中学校

地理歴史

理科

高等学校

機械
電気
建築工業

セラミック

1.0

0.6
0.6

美術

6.0
2.8
4.0

3.0

7.0

1.0

2.0
土木 0.0

2.3
1.2
0.9
0.4
2.6

5.6

5.2
7.0
1.0

0.0
0.8
2.2

5.0

対前年度比
Ａ－Ｃ

試験区分 教科
対前年度比

Ａ－Ｃ採用予定
者数　Ｂ

令和７年度

申込者数
Ｃ

225

169

215

101

764

採用予定
者数　D

科目

54

－－

令和８年度

世界史

化学

0.4

4.0

9.5
5.0
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３　特別支援学校申込者の学部別内訳 （単位：人、倍）

令和７年度

申込者数
Ａ

申込者数
Ｃ

19 20 △1
14 13 ＋1
27 21 ＋6

４　特別選考申込状況　（再掲）

対前年度比
Ａ－Ｂ

△4

＋4

△1

-

△2

△2

△5

△1

-

＋4

△6

（１）社会人特別選考 高等学校４人

（２）さがUJIターン特別選考 小学校９人、中学校４人、高等学校１人

（３）さが離島特別選考 小学校１人、中学校１３人、養護教諭７人

小学校１８人、中学校４人

６　大学院等進学希望者及び大学院等在籍者の特例申請者数

申請者数　２０人　（令和７年度　２５人）

内訳：進学希望者数　１３人（令和７年度　１７人）、院１年在籍者数　７人（令和７年度　８人）

-

対前年度比
Ａ－Ｃ

7

6

0

1

4

2

2

4

0

2

0

2

令和８年度

採用予定
者数　Ｂ

2.0

令和７年度
申込者数Ｂ

倍率
Ａ／Ｂ

５　大学・短期大学・大学院推薦制度

小学部
中学部
高等部

特別支援学校 30

27

さがUJIターン特別選考 14 10

社会人特別選考

スポーツ・芸術特別選考

小学校特別選考（英語）

小学校特別選考（算数）

小学校特別選考（理科）

選考区分
令和８年度
申込者数Ａ

障害者特別選考

英語スペシャリスト特別選考 0

さが離島特別選考 21

約

試験区分

小学校特別選考（特別支援教育） 1 2

特別支援学校特別選考 4 -
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７　３年生チャレンジ受験申込状況
令和８年度

申込者数
小学校 85

国語 1
社会 9
数学 2
理科 3
英語 7
音楽 3
美術 2
保健体育 5
技術 1
家庭 1
国語 4

3
0
1

数学 6
2
1
0

英語 5
1
1

保健体育 1
家庭 3
情報 0
農業 0

2
0
0
0

商業 0
特別支援学校 11
養護教諭 11
合計 171

農業

工業

機械
電気
建築

試験区分 教科 科目

中学校

土木

高等学校

地理歴史
日本史
世界史
地理

理科
物理
化学
生物

芸術
音楽
美術
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令和７年５月１日現在

25
日

30
金

31
土

1
日

2
月

3
火

4
水

5
木

☆

1 ● ● ● ●

2 ● ●

3 ●
 

●
男女

● ● ●
男女

●

25日
30金

31土
２月
３火
5木

佐賀市健康運動センター人工芝
佐賀市健康運動センター人工芝、嬉野みゆき球技場
ブラックモンブランＦＣ南北、鳥栖市陸上競技場、龍谷高Ｇ
佐賀市健康運動センター人工芝、嬉野みゆき球技場、龍谷高Ｇ､【女子】神埼高Ｇ
SAGAサンライズパーク ボールフィールド(球技場北)、嬉野みゆき球技場
佐賀市健康運動センター天然芝（アップ場：人工芝）
SAGAスタジアム(陸上競技場)

4 ● ● ● ●

30金
31土
1日
２月

佐賀北体、致遠館体、佐賀西体、龍谷高体
佐賀北体、致遠館体、佐賀西体、龍谷高体
SAGAプラザ(総合体育館) 大競技場
　　　　〃

5 ● ● ● ●

6 ● ● ● ▲

7 ● ● ●

8 ● ●

9 ● ●

10 ● ● ●

11 ●

12 体 操 ● ●

13 新 体 操 ● ●

14 ● ● ●

15 ● ● ▲

16 ● ● ●

競 泳 ● ●

飛 込 ●

水 球 ●

18 ● ● ● ● ▲

19 ● ● ●

20 ●

21 ●

22 ● ●

23 ●

24 ●

25 ●

26 ●

27 ● ●

28 ● ● ●

29 ●

30 ● ●

31 ●

32 ●

　５月１７日（土）
軟式野球：佐賀市立スポーツパーク川副多目的広場
◇雨天予備日　５月２４日（土）　…佐賀市立スポーツパーク川副多目的広場

ラグビーフットボール
( 全 国 高 校 ﾗ ｸ ﾞ ﾋ ﾞ ｰ 大 会

県 予 選 )

１０月２５日(土)
１１月１日（土）

10月25日（土）　佐賀工業高校屋外運動場〈１回戦〉
11月  1日（土）　SAGAスタジアム(陸上競技場)〈決勝〉

☆総合開会式　　●競技　　▲予備日　　　　　　（Ｇはグラウンド　　体は体育館）

令和７年度佐賀県高等学校
定 時 制 通 信 制 体 育 大 会

　６月８日（日）

☆開会式：SAGAプラザ(総合体育館) 大競技場
陸上競技：SAGAスタジアム(陸上競技場)
バスケットボール：SAGAプラザ(総合体育館) 大競技場
バレーボール：佐賀商業高校　体育館
卓球：SAGAプラザ(総合体育館) 小競技場

フ ェ ン シ ン グ SAGAプラザ(総合体育館)フェンシング場

少 林 寺 拳 法 武雄高校体育館

駅 伝 競 走
(佐賀 県高校駅 伝競 走大 会)

１０月２６日(日)
佐賀市立スポーツパーク川副～九州佐賀国際空港周辺コース
 ※開会式　10月25日

ボ ク シ ン グ SAGAプラザ(総合体育館)ボクシング場

空 手 道 SAGAプラザ(総合体育館) 小競技場

カ ヌ ー 佐賀市富士しゃくなげ湖水上競技場

ホ ッ ケ ー 伊万里ホッケーフィールド（伊万里実業高校商業キャンパスグラウンド）

な ぎ な た 牛津高校体育館

ア ー チ ェ リ ー 佐賀県立森林公園アーチェリー場

ヨ ッ ト 佐賀県ヨットハーバー

自 転 車 OddsPark TAKEO（武雄競輪場）

レ ス リ ン グ 鳥栖工業高校　鳥栖レスリングセンター

バ ド ミ ン ト ン
佐賀のへそ･ふれあい交流センター｢ネイブル｣(３０日男子のみ)

旭学園体育館・旭学園第２体育館

ウ エイ ト リ フ テ ィ ング 有田工業高校ウエイトリフティング道場

ロ ー イ ン グ 松浦川ボートハウス

17 水 泳

SAGAアクア

ＳＡＧＡアクア ダイビングプール

SAGAアクア

テ ニ ス ＳＡＧＡサンライズパークテニスフィールド

登 山 脊振山・金山・井原山山系

ソ フ ト ボ ー ル 佐賀市健康運動センター（多目的グラウンド）

ハ ン ド ボ ー ル 小城のりスポーツセンター（芦刈文化体育館）

弓 道 多久市緑が丘弓道場

相 撲 唐津市体育の森公園相撲場

体 操
SAGAプラザ(総合体育館) 体操場

SAGAプラザ(総合体育館) 大競技場

卓 球 唐津市文化体育館

柔 道 基山町総合体育館アリーナ

剣 道 白石高校体育館（普通科キャンパス）

サ ッ カ ー

バ ス ケ ッ ト ボ ー ル

バ レ ー ボ ー ル
ＳＡＧＡアリーナ
サロンパスアリーナ（３０日のみ）

ソ フ ト テ ニ ス
男子：松浦河畔公園庭球場
女子：佐賀県立森林公園テニスコート

総 合 開 会 式 SAGAアリーナ

陸 上 競 技 SAGAスタジアム(陸上競技場)､セカスタ(第二競技場)、多目的練習場

ラグビーフットボール 佐賀工業高校屋外運動場

令和７年度 第６３回 佐賀県高等学校総合体育大会　日程・会場一覧

競
技
番
号

競　技 種　目

5月 6月

会 場

令和７年５月定例教育委員会
事務局報告事項　保健体育課

令和７年度第６３回佐賀県高等学校総合体育大会について
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